
 

公的医療機関等 2025 プラン及び新公立病院改革プランの概要版 

 

【医療機関名】 岡谷市民病院 

  

項目 内容 

1 現在の医療機

能 

 

 

 

 

 

 

 

２ 医療機関が

抱える課題 

・安定した病院運営（医師確保及び看護師等の確保など） 

・経営の効率化（収入の確保、経費節減・抑制など） 

 

３ 課題を踏ま

えた将来の医療

機能・担うべき役

割 

 

当院は、市立岡谷病院と健康保険岡谷塩嶺病院の統合から新病院建設を進め、急性期病床

から回復期及び慢性期病床への転換を実施するなど、機能分化と連携に十分な役割を果たし

てきたと自負している。これらの取り組みにより完成した「岡谷市民病院」は、急性期、回

復期及び慢性期の幅広な機能を有しながら二次救急医療機関の役割を果たしており、「新公

立病院改革プラン」の計画期間では、これらを維持・発展させることが最大の目標と考える。 
 ① 24 時間体制の救急診療の実施 

 ② 急性期病床の維持・運営 

 ③ リハビリテーションの提供と充実 

 ④ 回復期及び慢性期病床の維持・運営(回復期リハビリ、緩和ケア及び地域包括ケアなど) 

 ⑤ 予防医療の提供 

 ⑥ 訪問看護の実施と充実 

 ⑦ 在宅復帰支援等の相談体制の維持・充実 

 

４ 将来に向け

た取り組みスケ

ジュール 

 

当院は、既に病床転換を実施してきたので、将来の病床機能については、現在と同様の規

模・機能を維持していくことを基本とし、他院の動向を踏まえながら必要な対応を図る。 

 

５ 数値目標 

 

（１）地域医療構想を踏まえた役割の明確化 

 

 

 

 

 

（２）経営の効率化 
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